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会長年頭挨拶 新しい年を迎えて (１) 
 

厚生労働省労働基準局長年頭所感 (３)    

厚生労働省安全衛生部長年頭所感 (４) 
  

警察庁交通局長年頭挨拶 (５) 

安全 
 労働安全衛生規則等一部改正のＱ＆Ａ (10) 
  

 テールゲートリフター特別教育は、令和6年1月末日までに受けさせましょう！ (13) 
   

 【連載】モータージャーナリスト森山みずほのポイントオブビュー 
  安全技術の誕生は、たやすくない (19) 
    モータージャーナリスト 森山みずほ 
  

 【連載】陸上貨物運送事業における労働災害を少しでも減らすために！ 

  建設現場の安全管理に学ぶ（最終回） (21) 
  

 【災害事例とその対策】 
  近道行為・省略行為をしていませんか？ (27)   
 労働災害発生状況(令和５年速報） (28) 

健康 
 【連載】マコマコ博士のメンタルヘルス2024 

  発作が怖い！「パニック障害」を知る (16) 
    精神科医 夏目 誠 

陸災防情報 
 令和６年度｢安全衛生標語｣を募集します！ (24) 
  

 【支部の活動】京都府支部・京都労働局主催 

 ｢物流施設荷役作業現場年末安全パトロール｣を実施しました (6) 
  

 ｢年末･年始労働災害防止強調運動｣実施中です！ (15)   
 小企業無災害記録表彰 (23)   
 陸運事業者のための安全マネジメント研修のご案内 (26)   
 陸災防の動き (29)   
 ｢安全ポスター №84｣のご案内 (30) 

関係行政機関･団体情報 
 【厚生労働省】労働者の転倒災害（業務中の転倒による重傷）を防止しましょう (5)   
 【厚生労働省】【東京労働局】都道府県労働局がベストプラクティス企業と意見交換を実施 (8)   
 【環境省】PCBに汚染された絶縁油を含む電気機器等の所有･保管に係る調査にご協力ください 

(23) 
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 元日に発生いたしました能登半島地震によ

りお亡くなりになられた方々に心から哀悼の

意を表しますとともに、被災された方々にお

見舞いを申し上げます。 

 

 令和6年の新春に当たり、日頃から当協会

の活動にご理解、ご協力いただいている会員

事業場の皆様をはじめ、関係の方々に感謝申

し上げます。 

 昨年は、人手不足、燃料の高騰等が引き続

き深刻となる中で、労働安全衛生規則等の改

正や時間外労働規制の適用を始めとする2024

年問題への対応等が、当業界に大きな影響を

及ぼした年でありました。こうした厳しい情

勢の中、会員の皆様におかれましては、労働

災害防止活動に不断のご努力を継続されてお

られることに対し、心から敬意を表するもの

です。 

 

さて、陸運業における労働災害の現状は、

死亡災害は会員事業場のたゆまぬご努力によ

り長期的には減少しているものの、昨年は増

加に転じ、11月末の速報値で90人と前年同期

に比べ20人の増加となりました。一方、休業

4日以上の死傷者数は速報値で13,551人とな

り、前年に比べ若干減少していますが、墜

落・転落等の荷役関連災害がその多くを占め

ている状況が続いております。 

本年は国の第14次労働災害防止計画の2年

目となります。当業界は、労働災害発生状況

を踏まえ業種別の重点業種に位置付けられて

おり、陸災防としても労働災害防止５か年計

画を策定し、死亡災害については、荷役災害

の防止及び交通労働災害の防止、死傷災害に

ついては、荷役関係災害の防止を最優先に、

総力を挙げて取り組むこととしております。

本部・支部、会員事業場が一体となって、計

画的・継続的な安全衛生活動を推進し、目標

に向けて一段と努力してまいります。 

 具体的には、令和6年は次の取組を重点と

して行うこととします。 

 

第一は、荷役災害の防止です。 

陸運業においては、死傷災害の多くを荷役

災害が占め、その荷役災害の多くが荷主等の

構内で発生している実態にあります。こうし

た状況を踏まえ、昨年3月に労働安全衛生規

則等が改正され、昇降設備、保護帽関係等の

改正規定は10月に施行され、テールゲートリ

フター関係規定はいよいよ本年2月に施行と

なります。 

これに対応して、昨年は「改正労働安全衛

生規則等説明会」を実施しその周知を行うと

ともに、テールゲートリフター特別教育の義

務化に向け、社内講師を育成するインストラ

クター養成講座や作業者を対象とした特別教

育を実施し、会員はもちろんのこと荷主等も

含めて指導、支援を強化しております。 

本年も、改正規則等の履行確保はもとよ

り、墜落・転落、転倒等荷役災害の防止に精

力的に取り組んでまいります。 

また、フォークリフトに係る事故全般の減

少につなげることを目的に従前から取り組ん

でいますフォークリフト荷役技能検定制度の

一層の充実を図り、本検定試験を実施すると

ともに、出張試験の拡充にも努めてまいりま

す。 

 

 第二は、交通労働災害の防止です。 

 交通労働災害による死亡者数は前年から大

きく増加し、死亡者数全体の半数近くを占め

ております。このため、「陸運事業者のため

の安全マネジメント研修」を継続して実施す

るなど「交通労働災害防止のためのガイドラ

    
 新しい年を迎えて 

 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会 会長 渡邉健二  
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本年も陸運業における労働災害の防止に向け積極的な取組を展開してま

いります 

会員の皆様のご理解・ご協力をよろしくお願い申し上げます   

令和６年１月 

                   陸上貨物運送事業労働災害防止協会 

会   長  渡邉健二 

専務理事  横尾雅良 

職 員 一 同 
  

イン」に基づく取組を進め、未熟練労働者、

高年齢労働者対策と合わせ交通労働災害の防

止を推進してまいります。 

 

第三は、健康確保対策の推進です。 

陸運業の健康診断における有所見者数の割

合は、他業種に比し高い水準にあり、さらに

脳・心臓疾患の労災認定件数は業種別で最も

多い状況が継続しています。 

陸運業界においては、過労死防止の観点か

ら改正改善基準告示が4月から適用されるこ

とになっています。この改善基準告示の周知

をはじめ、過労死等の大幅減少を目指し、全

日本トラック協会の定めた「過労死等防止計

画」の具体的行動計画に基づいた連携によ

り、長時間労働による過労死等の予防対策を

推進するとともに、ストレスチェックの実施

とその結果に基づくメンタルヘルス対策を一

層推進してまいります。 

  

 こうした重点的な取組とともに、当協会が

実施している諸活動の充実にも取り組んでま

いります。 

 第39回全国フォークリフト運転競技大会は

9月28日、29日に中部トラック総合研修セン

ター（愛知県）において、創立60周年記念第

60回全国陸上貨物運送事業労働災害防止大会

は10月28日に東京において開催します。記念

大会にふさわしい内容となるよう準備を進め

ております。 

また、労働災害防止に向けた有益な情報

を、迅速かつ適切に会員の皆様にお届けでき

るよう、広報誌「陸運と安全衛生」の充実を

図るとともに、全会員にお届けしている「陸

運と安全衛生 Year Book」も引き続き発行し

てまいります。 

 

陸運業界においては、ドライバー不足や燃

料費の高騰に加え、時間外労働規制の適用を

はじめとする2024年問題に直面する年となり

引き続き厳しい事業環境の下にありますが、

我が国の経済活動と国民生活を支える物流の

中核として、その機能を果たしていく上で

も、優秀な人材を確保するためにも、働く

人々が安全で健康に働ける職場環境を確保

し、改善していくことは事業者の責務であ

り、何よりも重要なことであります。 

 会員事業場の皆様には、当協会の活動に引

き続きのご理解とご協力を賜りますようお願

い申し上げますとともに、「年末・年始労働

災害防止強調運動」（12月1日～1月31日）が

実施されていますこの時期に、「職場の安全

衛生自主点検」の実施など労働災害防止の取

組になお一層のご尽力を賜りますよう重ねて

お願い申し上げます。 

 

 この一年が希望と活力に溢れる良き年とな

りますよう祈念いたしますとともに、皆様方

のご健勝とご発展をお祈り申し上げ、新年の

ご挨拶とさせていただきます。 
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労働基準局長年頭所感 
厚生労働省労働基準局長 鈴木英二郎  

 あけましておめでとうございます。 

 新年を迎え、心からお慶び申し上げます。

本年も何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 令和6年の年頭に当たり、改めて日頃の労

働基準行政への御理解と御協力に感謝申し上

げますとともに、今後の労働基準行政につい

て述べさせていただきます。 

 

 第一に、賃金の引上げについてです。 

 最低賃金については、昨年、昭和53年度に

目安制度が始まって以来最大となる全国加重

平均43円引上げの1,004円となりました。引

き続き、2,030年代半ばまでに全国加重平均

1,500円となることを目指していきます。 

 また、最低賃金引上げへの対応について業

務改善助成金による支援を続けます。さら

に、賃上げに向けて、各種支援策・好事例等

の周知広報、下請事業者の取引環境の適正化

などに取り組んでまいります。 

 

 第二に、働き方改革についてです。 

 建設業、自動車運転者等にも、今年4月か

ら時間外労働の上限規制が適用されます。 

 こうした業種の長時間労働の背景にある取

引慣行の改善に向けて、働き方改革の重要性

等に係る周知広報、荷待ち時間の削減等に係

る荷主への要請など、関係省庁と連携しなが

ら様々な取組を進めてまいりました。 

 引き続き労働時間削減等に向けた支援を

行ってまいります。 

 

 第三に、労働安全衛生対策についてです。 

 令和5年の労働災害について、休業4日以上

の死傷者数は10月末時点で99,353人となって

おり、過去20年で最多となった令和4年同期

と比較して2.6％の増加となっています。こ

うした状況を踏まえ、令和9年度までの5か年

計画である第14次労働災害防止計画に基づ

き、事業者が、自発的に安全衛生対策に取り

組むための意識啓発、労働者の作業行動に起

因する労働災害、陸上貨物運送事業等業種別

の労働災害等の防止対策などを推進してまい

ります。 

 また、個人事業者等について、令和4年5月

から検討会において安全衛生対策のあり方な

どについて検討を進め、昨年10月に報告書を

公表しております。本年は、報告書を踏ま

え、具体の対策を検討してまいります。 

 

 第四に、労災補償における対応についてで

す。 

 精神障害の労災認定基準について、令和5

年9月に、業務による心理的負荷評価表へい

わゆるカスタマーハラスメントといった具体

的出来事等を追加しています。一層迅速・適

正な労災補償を行ってまいります。 

 労災保険の特別加入制度について、特別加

入制度の対象にいわゆるフリーランス新法に

規定する特定受託事業者を追加することとし

ており、本年秋の施行に向けて準備を進めて

まいります。 

 

 第五に、労働条件の明確化についてです。 

 労働政策審議会における検討結果を踏ま

え、令和5年3月に、無期転換ルールについ

て、無期転換申込権が発生する契約更新時に

おける労働基準法に基づく労働条件明示事項

に、無期転換申込機会と無期転換後の労働条

件を追加するとともに、労働契約関係の明確

化について、同法に基づく労働条件明示事項

に、就業場所・業務の変更の範囲を追加する

改正を行いました。令和6年4月の施行に向け

て、改正内容等の周知に取り組んでまいりま

す。 

 

 以上の施策を中心に、労働条件が確保でき

るよう、職員一同全力を挙げて取り組んでま

いりますので、今後とも、一層の御理解、御

協力を賜りますようお願い申し上げ、新年の

挨拶とさせていただきます。 
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安全衛生部長年頭所感 
厚生労働省労働基準局安全衛生部長 小林洋子      

 謹んで新春のお慶びを申し上げます。令和

6年の年頭に当たり、改めて日頃の労働安全

衛生行政への御理解と御協力に感謝申し上げ

ます。 
 

 近年の労働災害の発生状況を見ると、労働

災害による死亡者数は減少しているものの、

労働災害による休業4日以上の死傷者数につ

いては、増加傾向にあります。これは労働災

害発生率が高い高年齢労働者が増加している

ほか、我が国の大半を占める中小規模事業場

において安全衛生に関する取組が必ずしも十

分とは言えない状況があることなどが要因と

受け止めております。陸上貨物運送事業にお

いては、令和5年10月末の速報で休業4日以上

の死傷者数が12,198人と、前年同期比1.7％

減となっており、前年とほぼ同水準となって

います。 

 また、精神障害による労災認定件数は年々

増加しているとともに、何らかの疾病を抱え

ながら働く労働者も増加しています。こうし

たことを踏まえ、メンタルヘルス対策の強化

を含む産業保健活動を推進していく必要があ

ります。 

 さらに、化学物質による健康障害の防止や

石綿使用建築物の解体等工事に係る対策の着

実な実施が必要となっております。 
 

 これらの課題に対応するため、今年度を初

年度とする「第14次労働災害防止計画」にお

いて、中高年齢の女性を中心とした労働者の

作業行動に起因する労働災害防止対策、高年

齢労働者の労働災害防止対策、業種別の労働

災害防止対策、労働者の健康確保対策の推

進、化学物質等による健康障害防止対策の推

進等、8つの重点事項を掲げ、重点事項ごと

の取組を推進しております。 
 

 高年齢労働者の労働災害防止対策を推進す

るため、「エイジフレンドリーガイドライ

ン」に基づく対策を実施する中小事業者等に

対する支援を行います。特に、中高年齢の女

性労働者を中心に転倒等の増加が顕著である

ことから、作業場所の床や通路の躓き対策等

と併せて、スポーツの習慣化等を通じた労働

者の身体機能の維持向上の取組を推進してい

きます。 
 

 また、長期的に増加傾向にある貨物自動車

での荷役作業における労働災害を防止するた

め、昨年3月に労働安全衛生規則が改正さ

れ、昨年10月より最大積載量2トン以上の貨

物自動車での荷役作業において、昇降設備の

設置や保護帽の着用が義務化されています。

加えて、本年2月からはテールゲートリフ

ターの操作の業務について特別教育の実施が

義務化されます。これら法令の周知徹底を図

るとともに、荷主に対しても、「荷役作業に

おける安全ガイドライン」等を引き続き周知

することで、荷役作業における労働災害防止

対策を進めてまいります。 
 

 さらに、個人事業者等に対する安全衛生対

策についても令和4年5月から個人事業者等に

関する業務上の災害の実態把握、有効と考え

られる安全衛生対策のあり方などについて検

討を進め、昨年10月末に報告書を公表してお

ります。本年は、報告書を踏まえ、法令改正

等の検討を進めてまいります。 
 

 大切な従業員の安全と健康を守ることは事

業者の責務です。さらに、安全衛生への取組

は、労働災害発生に伴う経済損失を回避・軽

減することができるだけでなく、安全な職場

であることのPR等を通じて人材の確保・定

着を可能とし、職場の活性化につながるもの

です。つまり、「コスト」ではなく「投資」

だと考えています。こうした、基本的な考え

方のもと、労働災害防止団体や労使団体を始

め関係者の皆様と連携し、日々の仕事が安全

で健康なものとなるよう取組を進めてまいる

所存です。今後とも、労働安全衛生行政への

一層の御理解と御協力を賜りますよう、お願

い申し上げます。 
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交通局長年頭挨拶 

     警察庁交通局長 太刀川浩一 

 元日に発生いたしました能登半島地震によ

りお亡くなりになられた方々に哀悼の意を表

しますとともに、被災された方々にお見舞い

を申し上げます。 

 

 皆様には、日頃から陸上貨物運送事業に係

る交通事故防止対策に御尽力いただきますと

ともに、警察行政の各般にわたり、深い御理

解と多大な御支援をいただいておりますこと

に対し、厚く御礼申し上げます。 

 

 さて、昨年の交通事故による死者数は、

2,678人で、前年比＋68人となり、8年ぶりに

増加に転じたほか、こどもが犠牲となる痛ま

しい交通事故や、飲酒運転をはじめとする悪

質・危険な運転による交通事故も依然として

後を絶たず、憂慮すべき状況です。 

 

 このような交通情勢を踏まえ、警察といた

しましては、第11次交通安全基本計画に基づ

き、各界各層と連携しながら、こどもや高齢

者をはじめとする歩行者の安全確保、自転車

等の遵法意識の向上に向けた交通安全教育や

広報啓発活動の推進、飲酒運転等の悪質・危

険な交通違反の指導取締り等の多角的な取組

を、これまで以上に、効果的かつ強力に推進

してまいります。 

 

 とりわけ、全ての自転車利用者に乗車用ヘ

ルメット着用の努力義務が課されたことや昨

年7月に施行された特定小型原動機付自転車

に関する交通ルールについて周知していく必

要があり、交通安全活動に対する皆様の御協

力が必要不可欠と考えております。 

 

 貴協会におかれましては、引き続き、貨物

自動車に係る交通事故防止を図るとともに、

事業に携わる運転者が一般ドライバーの模範

となるよう、適切な運行管理や効果的な運転

者教育の実施について、なお一層の取組をお

願い申し上げます。 

 

 結びに、貴協会のますますの御発展と皆様

の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、新年

の挨拶とさせていただきます。 

【厚生労働省からのお知らせ】 
 

   労働者の転倒災害（業務中の転倒による重傷）を 
   防止しましょう 
 
 近年、中高年齢の女性労働者を中心に業務中の転倒による骨折等の事故が増加しており、

平均休業日数も約47日となるなど、被害は極めて甚大なものとなっています。 

 リーフレットを活用して被害の防止・軽減に取り組みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 
 

         事業者向けリーフレット      労働者向けリーフレット 

https://www.mhlw.go.jp/content/001101299.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001101740.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001101299.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001101740.pdf
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陸災防京都府支部・京都労働局主催  
「物流施設荷役作業現場年末安全パトロール」を実施しました 

京都労働局長が陸災防京都府支部長とともに物流施設を巡視 

陸災防京都府支部は、令和5年12月14日(木)、京都労働局と合同で、物流施設荷役作業現場年

末安全パトロールを実施しました。安全パトロールは、日本通運株式会社京都支店ロジスティク

ス営業部洛南事業所南京都物流センターにおいて、京都労働局赤松俊彦局長及び京都府支部岡本

俊一支部長が行い、京都南労働基準監督署長、国土交通省近畿運輸局京都運輸支局長ほか関係者

が参加しました。 

この安全パトロールは、陸運業における休業4日以上の労働災

害が物流取扱い量の増加などの影響を受け増加していること、ま

た、年末年始は慌ただしくなり、通常作業に加え非定常作業等も

増えるなど労働災害の多発が懸念されることから、物流施設の荷

役作業現場の安全衛生意識を高め、労働災害防止を図る取組を推

進するため行ったものです。 

当日は、NHK、KBS京都でテレビ報道され、新聞（読売、産

経）にも記事が掲載されました。 

開会・概要説明 

開会挨拶において、年末年始の労働災害防止を訴え
る京都労働局赤松俊彦局長 

業界の課題と労働災害防止対策の必要性を述べる陸
災防京都府支部岡本俊一支部長 

場内巡視 

コンテナ車へのアプローチ用のフォークリフト専用
スロープ 

安全通路や用具等の整理整頓状況を巡視 

日本通運株式会社京都支店ロジス
ティクス営業部洛南事業所南京都物
流センター 
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講評 

フォークリフトによる荷役作業を巡視 場内巡視を行う京都労働局長(右)、陸災防京都府支
部長(左) 

トラック荷台からの墜落防止措置（保護帽、昇降設
備）を巡視 

テールゲートリフターによる作業を巡視 

専門家の立場から、
陸運業の労働災害の
現状や対策のポイン
トを伝える陸災防島
田弘和安全管理士 

場内巡視・講評を受け、日本通運株式会社京都支店中村佳史部長は、職場環境
の更なる改善に意欲を示しました 

 労働災害を防ぐには、事業者・労働者双方が認識を高め、労働災害防止のための基本ルール

を徹底することが大事です。 

 設備や作業行動などの見直しを行い、取組を進めましょう。 

 ご安全に！ 
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【厚生労働省】【東京労働局】 
  

都道府県労働局がベストプラクティス企業と意見交換を
実施しました 

 厚生労働省では、「過労死等防止啓発月間」の一環として「過重労働解消キャンペーン」を毎

年11月に展開し、長時間労働の削減等の過重労働解消に向けた取組を推進するため、使用者団

体・労働組合への協力要請、リーフレットの配布などによる周知・啓発等の取組を集中的に実施

しています。この取組の中で、例年、都道府県労働局長がベストプラクティス企業（時間外労働

の削減等を始めとした働き方改革に積極的に取り組む企業）やそれに協力する取引先企業等との

意見交換を実施しており、当該企業の取組事例を収集するとともに、ホームページなどを通じて

地域に紹介しています。今年度は陸運業者が多く選定されています。 

 この度、東京労働局長がベストプラクティス企業である道路貨物運送事業者へ職場訪問を実施

しましたのでご紹介します。 

 

【訪問の概要】 

１ 訪問企業 

●道路貨物運送事業者 

 企業名：株式会社 ユーネットランス 羽村

営業所 

 従業員数：556名（企業全体） 

 事業内容：一般貨物自動車運送業 

●取引先事業者 

 企業名：NEXT Logistics Japan 株式会社 

 従業員数：60名 

 事業内容：陸上貨物取扱業（様々な業種業

態の荷主企業、運送事業者など

が共同出資して2018年に設立。

ドライバー不足、輸送量の低下

などの物流業界が直面する

｢2024年問題｣に対応するための

ソリューションを、荷主企業や

運送事業者に提供している。） 

２ 訪問当日の状況 

 当日は、美濃芳郎東京労働局長が尾﨑行雄

東京運輸支局長とともに訪問し、NEXT Lo-

gistics Japan 株式会社梅村幸生代表取締役社

長と株式会社ユーネットランス石川清茂代表

取締役副社長から取組状況についてご紹介を

いただきました。 

 また、株式会社ユーネットランスのドライ

バーの方からオンラインでお話を伺いし、そ

の後、4者で物流の現状などについて意見交

換を行いました。 

 

３ 主な取組事例 

●NEXT Logistics Japan 株式会社の取組 

 ⑴中継輸送 

  従来、1人のドライバーが行っていた関

東・関西便について、中部地方の拠点を中

継地点としてドライバーチェンジをするこ

とにより、宿泊を伴う運行が減少し、ドラ

イバーの負担軽減を実現。 

 ⑵ダブル連結トラック 

  2つのコンテナを連結して輸送できる

「ダブル連結トラック」を活用し、1台

で、大型トラック2.5台分の輸送を実施。 

 ⑶混載輸送 

  従来、自動車部品、食料品、紙製品な

ど、各荷主から委託を受けた各運送事業者

が輸送していたが、混載して輸送すること

により、積載率が平均65％、最大89％に向

上（業界平均38%）。 

  さらに、高度な情報処理システムによ

り、形状、重量等が異なる荷物を最適に積

み込むための組合せを迅速に割り出し、配

車時間を40秒に短縮（人の手では2時間以

上かかる）。 

●株式会社ユーネットランスの取組 

 上記NEXT Logistics Japan 株式会社のソ

リューションを活用するとともに、以下の取

組を実施している。 

 ⑴経営トップのリーダーシップと労働組合

との連携 
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  ドライバーへの時間外労働の上限規制適

用を見据え、経営トップが労働組合と話し

合い、36協定の上限時間を80時間に引き下

げた。また、賃金体系の見直しも含めた労

働環境改善について、毎月、労使懇談会を

実施するなど、労使間で意識共有を図る。 

 ⑵荷主との協力 

  ドライバーから労働時間削減のために必

要な改善提案を募集し、荷主に対して協力

を求め、分散していた荷積み場所の集約化

や発注状況の早期把握等を実施。 

  また、荷主に対し、「物流革新に向けた

政策パッケージ」を基に、「標準的な運

賃」などに配慮した契約を進めるなどの活

動を実施。 

 ⑶きめ細かい労務管理の実施 

  労働時間管理のデジタル化を進め、経営

者が随時各労働者の労働時間を確認し、時

間外労働の管理を徹底。 

  また、時間外労働の上限時間を超えない

よう、長い拘束時間となる運行ルートなど

を特定のドライバーに固定せず、労働時

間・拘束時間の平準化を実施。 

（左から）尾﨑東京運輸支局長、美濃東京労働局長、 
NEXT Logistics Japan㈱梅村社長、㈱ユ―ネットラン
ス石川副社長 

【都道府県労働局におけるベストプラクティス企業（令和5年度 陸運業関係）】 

※令和6年1月10日現在。陸災防調べ。都道府県名から関係資料にリンクします。 

青森 三八五流通株式会社 長野 中央運輸株式会社 

岩手 白金運輸株式会社 愛知 
株式会社ニチレイ・ロジスティ

クス東海 

宮城 
全農物流株式会社東北支社宮城

営業所 
滋賀 

滋賀近交運輸倉庫株式会社（取

組紹介） 

秋田 株式会社大仙物流 大阪 
レンゴーロジスティクス株式会

社、レンゴー株式会社 

山形 山形陸運株式会社 和歌山 光運輸株式会社 

福島 丸ヵ運送株式会社 島根 山陰福山通運株式会社 

茨城 関東総業株式会社 岡山 株式会社赤田運輸産業 

栃木 株式会社ウナン 広島 広島ロータリー輸送株式会社 

群馬 株式会社ボルテックスセイグン 徳島 大輪総合運輸株式会社 

埼玉 トーエイ物流株式会社 香川 
帝國製薬株式会社（荷主企業と

して） 

千葉 総武物流株式会社 愛媛 道前運送株式会社 

東京 

株式会社ユ―ネットランス羽村

営業所、ＮＥＸＴ Ｌｏｇｉｓｔ

ｉｃｓ Ｊａｐａｎ株式会社 

高知 
株式会社中四国丸和ロジスティ

クス 

神奈川 久留米運送株式会社神奈川支店 佐賀 
Ｆ-ＬＩＮＥ株式会社佐賀バルク

物流センター 

新潟 東部運送株式会社 大分 九州ライトニング物流有限会社 

富山 大和トランスポート株式会社 宮崎 株式会社ＦＫ物流 

https://jsite.mhlw.go.jp/aomori-roudoukyoku/newpage_01077.html
https://jsite.mhlw.go.jp/nagano-roudoukyoku/content/contents/hatarakikata-bestpractice-goudou20231114.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/iwate-roudoukyoku/content/contents/2023shirogane_zenbun.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/content/contents/001652686.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/miyagi-roudoukyoku/1/131/20231218bestpractice.html
https://jsite.mhlw.go.jp/shiga-roudoukyoku/content/contents/001621382.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/shiga-roudoukyoku/content/contents/001641609.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/shiga-roudoukyoku/content/contents/001641609.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/akita-roudoukyoku/content/contents/001647162.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/osaka-roudoukyoku/content/contents/202312011100.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/yamagata-roudoukyoku/ikennkoukann-20231214.html
https://jsite.mhlw.go.jp/wakayama-roudoukyoku/content/contents/001647953.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/fukushima-roudoukyoku/content/contents/001682739.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/shimane-roudoukyoku/content/contents/001656948.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/ibaraki-roudoukyoku/content/contents/bestpractice_r051128_report.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/okayama-roudoukyoku/content/contents/001659755.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/tochigi-roudoukyoku/content/contents/001670085.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/hiroshima-roudoukyoku/content/contents/001661230.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/gunma-roudoukyoku/content/contents/001652956.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/tokushima-roudoukyoku/content/contents/001665271.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/saitama-roudoukyoku/content/contents/001675932.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/kagawa-roudoukyoku/content/contents/001651010.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/chiba-roudoukyoku/content/contents/001629634.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/ehime-roudoukyoku/content/contents/bestpracticeRNB.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-roudoukyoku/content/contents/001670877.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/kochi-roudoukyoku/content/contents/001650826.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/kanagawa-roudoukyoku/content/contents/001669098.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/saga-roudoukyoku/content/contents/001640597.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/niigata-roudoukyoku/content/contents/R051130besupuraPR.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/oita-roudoukyoku/content/contents/001641025.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/toyama-roudoukyoku/content/contents/001639756.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/miyazaki-roudoukyoku/content/contents/001641106.pdf
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              Ｑ＆A⑫

                        

Q1 テールゲートリフターは、年次点検、月次点検などの定期自主検査をしなければなら
ないのですか。

A1 テールゲートリフターは、労働安全衛生規則第151条の75 第2号の「荷役装置」に該
当しますので、同条に基づき作業開始前の点検を行わなければなりません。年次点検
や月次点検は義務づけられていませんが、メーカーの取扱説明書に従った点検を行う
ように心がけてください。

A2 どのような荷であっても、取扱説明書等でテールゲートリフター動作時の作業員の
搭乗を認めていない場合には、人が荷と一緒に乗って荷を支えながらテールゲートリ
フターを操作することは、主たる用途以外の使用に当たる場合があります。

Q2 ガスボンベを垂直式テールゲートリフターで積み卸すときは、作業者が一緒に乗って
支える方が安全だと思われるがどうですか。

Q3 垂直式テールゲートリフターにはキャスターストッパが無いものがありますが、昇降
作業及び点検ではどうするのですか。

A3   昇降作業では、ゴム製のキャスター
ストッパを使用して荷のずれを防止
する方法があります。点検においては、
キャスターストッパの項目は省略し
てください。

Q4 テールゲートリフターの点検項目
はありますか。

A4 テールゲートリフターが正常に作
動する状態であることを確認するた
めに、昇降板の昇降、展開、格納等
の作動確認、昇降板や油圧ホース等
の損傷の有無といった状態確認など
を行う必要があり、具体的な点検項
目については、テールゲートリフ
ター特別教育用テキスト（テール
ゲートリフター作業者必携）の31

ページ又はテールゲートリフターの
安全作業業ハンドブック5ページに記
載しています。
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              Ｑ＆A⑬-1

                        

Q1 特別教育の講師になるための教育を受けた場合、教育を実施できるのは自社内だけで
すか、他社でも教育できますか。また、特別教育を受けた作業者が他の作業者に対する特
別教育の講師になることができるのですか。

A1 自社内での教育に限定するものではありません。また、特別教育の講師に資格要件
の定めはありませんが、安全衛生特別教育規程第7条の4に定める、テールゲートリフ
ターの操作の業務に係る特別教育の科目及び範囲を規定の時間実施するために、イン
ストラクター養成講座を受講した方に特別教育を行っていただくことを推奨します。

Q2 最大積載量２トン未満の軽自動車でもテールゲートリフターの操作には特別教育が必
要ですか。

A3 学科教育のうち、「テールゲートリフターに関する知識」について、45分以上と
することができますが、「テールゲートリフターの操作に関する知識」と「関係法
令」の省略はできないため、学科教育は最低でも、3時間15分は必要です。

A4 昇降板上に荷とともに乗って昇降しながら荷を支える行為は主たる用途以外の使用
であり、 荷主の作業者であっても行ってはならない行為です。

テールゲートリフターを用いた荷役作業を荷主の作業者が行う場合には、当該荷主
の作業者もテールゲートリフターの操作の業務に係る特別教育の受講が必要です。

Q4 倉庫内での作業で、荷主の作業者が、テールゲートリフターの昇降板上に乗って荷を
支える行為でも特別教育は必要ですか。

A2 特別教育に関しては最大積載量の規定がないため、最大積載量が2トン未満の貨物
自動車であっても、テールゲートリフターによる荷役作業に従事する者には、特別教
育が必要です。

Q3   ６ヵ月以上従事しているものに対する特別教育は、学科45分でよいのですか。

Q5 特別教育は２月１日以降実施すればよいのですか。一方、２月１日以降テールゲート
リ フターによる荷役作業に従事する者には、いつ特別教育を実施すればよいのですか。

A5 2月1日以降は、特別教育を修了した者でないとテールゲートリフターを使用する荷
役作業に従事することができませんので、1月31日までに特別教育を実施しておく必要
があります。また、2月1日以降、テールゲートリフターによる荷役作業に従事する者
は、当該作業に従事するまでに特別教育を実施しておくことが必要です。
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              Ｑ＆A⑬-2

                        

Q6 特別教育を受けた作業者には修了証の発行が必要ですか。誰が発行するのですか。

A6 特別教育を実施した者
に当該特別教育に係る修了
証を発行する義務はありま
せんが、受講修了者が例え
ば、荷主等に対して当該特
別教育を受講していること
を示すために修了証を所持
していることは望ましいも
のです。

修了証は、当該特別教
育の実施者（社内で実施し
た場合は事業主）が発行す
ることとなります。
なお、陸災防では、テー

ルゲートリフターの操作の
業務に係る特別教育受講記
録を記載できる「テール
ゲートリフターの安全作業
ハンドブック」を提供して
いますのでご活用ください。

Q7 昇降板上にある荷を卸す作業のみでも特別教育は必要ですか。

A7 キャスターストッパの操作も含め、テールゲートリフターの操作を全く行わず、
昇降板上にある荷を卸す作業のみを行うのであれば、特別教育は不要ですが、厚生労
働省は特別教育の受講を推奨しています。
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テールゲートリフター特別教育は、 
令和6年1月末日までに受けさせましょう！ 

令和6年2月1日から、テールゲートリフターの操作の業

務（テールゲートリフターが設置された貨物自動車に荷

を積卸しする作業を伴うものに限る。）に労働者をつか

せるときは、特別教育の実施が義務付けられます。現在

テールゲートリフターの操作の業務についている者に

は、施行までの間に特別教育を受けさせましょう。 

 

●特別教育の対象者は、テールゲートリフターの稼働スイッチを操作する者だけ

でなく、荷のキャスターストッパ等の操作、昇降板の開閉や格納など、テール

ゲートリフターを使用する業務を行う者も含まれます。また、荷を積み込んだ

ロールボックスパレット等をテールゲートリフターの昇降板に載せ、又は卸す

作業を行う者にも教育の実施が推奨されています。 

 

●荷を積み卸す作業を伴わない定期点検等の業務は、特別教育の対象ではありま

せん。 

 

●テールゲートリフターが設置された貨物自動車の最大積載量の縛りはありませ

ん。白ナンバーの軽トラックに設置されたテールゲートリフターを操作する場

合も特別教育が必要です。 

 

●特別教育は、法令で定められたカリキュラム（学科4時間、実技2時間）に基づ

いて、事業者が実施する必要があります。 

●特別教育の講師に関し、資格要件の定めはありませんが、学科及び実技の科目

について十分な知識、経験等を有する者でなければなりません。陸災防では、

社内で特別教育を行う講師の養成講座を開講しています。 

 

●社内に教えられる方がいない場合は、陸災防都道府県支部など、外部機関が実

施する作業者向けの講座を受講させる方法もあります。 

 

 

 

【学科教育】 

● テールゲートリフターに関する知識  1.5時間 

● テールゲートリフターの操作に関する知識  2時間 

● 関係法令  0.5時間 

【実技教育】 

● テールゲートリフターの操作の方法  2時間 
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テールゲートリフター特別教育インストラクター養成講座 
（陸災防本部及び支部で開催） 

 特別教育の講師は、学科及び実技の科目について十分な知識及び経験等を有する者が行

う必要があります。 

 本講座では、特別教育における教え方のポイントなどを教授するとともに、社内での特

別教育に利用できるパワーポイント教材等をご提供します。 

 また、本講座の修了者は、特別教育の実施にご活用いただける動画教材（DVD)を割引価

格でご購入いただけます。 

 【カ キュラム  ※休憩時間を含め、５時間半です。（昼休みを除く。）】 

  ・オリエンテーション 

  ・インストラクターの心構え 

  ・関係法令 

  ・テールゲートリフターに関する知識 

  ・テールゲートリフターによる作業に関する知識 

  ・実技教育の実施方法（本講座では実機は用いません。実技教育で実施すべき事項に

ついて説明します。） 

  ・質疑応答 

 ●陸災防本部ホームページにおいて本部開催分の日程をご案内しております。 

  http://rikusai.or.jp/measures/niyakuboushi/#kyouiku 

 ●支部においても同講座を開催します。開催状況は支部へお問合せください。 

  http://rikusai.or.jp/guide_of_association/shibu/ 

テールゲートリフター作業者向け特別教育 
（陸災防支部で開催） 

 陸災防の各支部にて、特別教育を開催します。陸災防支部で実施する特別教育には、学

科教育のみ（実技教育は、普段使っている車両を使って社内で実施）のコースと、実技教

育まで行うコースがあります。支部によって実施するコースが異なりますので、詳しくは

各支部にお問合せください。 

 ●支部のご案内 

  http://rikusai.or.jp/guide_of_association/shibu/ 

http://rikusai.or.jp/measures/niyakuboushi/#kyouiku
http://rikusai.or.jp/guide_of_association/shibu/
http://rikusai.or.jp/guide_of_association/shibu/
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 陸災防では、12月1日から1月31日まで｢年末･年始労働災害防止強調運動｣を実施中です。 

 ｢陸上貨物運送事業労働災害防止計画」（期間 令和5年度～令和9年度)に基づき、 

 ① 墜落・転落災害について、本計画期間中に前計画期間（2018年度から2022年度）中

の死傷災害総件数から、5％以上の減少をめざす。（令和5年は、4,243人以下。） 

 ② 本計画期間中に前計画期間中の死亡災害総件数から5％以上の減少をめざす。（令和5

年は、87人以下。） 

 ③ 安全衛生推進者の選任を徹底し、レベルアップのための能力向上教育を充実する。 

とした目標を設定し、その目標を達成するため、積極的な安全衛生活動を展開しているとこ

ろです。 

 令和5年の労働災害発生状況は、死亡災害が大幅に増加しています。特に、交通事故の増

加が顕著です。一方、死傷災害はわずかに減少しています。 

 死傷災害では、墜落・転落、動作の反動・無理な動作による災害が相変わらず高い割合で

推移するとともに、転倒、はさまれ・巻き込まれ、激突されによる災害も増加していること

から、近年課題としている荷役災害の防止に、より一層強力に取り組む必要があります。 

さらに、労働者の高齢化に伴う災害も深刻化しており、厚生労働省が示した「高年齢労働者

の安全と健康確保のためのガイドライン」(エイジフレンドリーガイドライン)を踏まえ、高

年齢労働者の労働災害を防止することも必要です。 

 こうした陸運業における労働災害の課題を踏まえ、その防止対策を推進するに当たって

は、各企業・事業場においては、労働安全衛生関係法令を遵守することはもとより、職場の

安全衛生管理体制を確立して適切に機能させるとともに、経営者と従業員が一致協力して自

主的な安全衛生活動を継続的・効果的に行っていくことが何より重要です。 

 こうした認識の下、本年死傷災害が多発している荷役災害を中心に、労働

災害防止対策への取組を一層進めてまいります。 

 各企業・事業場におかれましては、労働安全衛生関係法令及び陸運労災防

止規程を遵守することはもとより、経営トップが労働災害防止のためにその

所信を明らかにし、自らが職場の安全パトロール等を行い、労働災害防止に

ついて従業員へ呼びかけください。また、「職場の安全衛生自主点検表」を

用いて安全衛生管理体制を確認いただくとともに、｢荷役ガイドライン｣に基

づき、荷主等の協力を得て積卸し作業の内容の確認・把握を行い、荷役作業

に伴う安全上の確認事項をあらかじめ運転手に提供できるよう、荷主等との

｢運送契約時に必要な連絡調整に係る事項｣の文書による取決めや｢安全作業連

絡書｣をご活用ください。定期健康診断の完全実施と事後措置の徹底も併せて

お願いいたします。 

 経営者と従業員が一致協力して自主的な安全衛生活動を継続的・効果的に

お取り組みいただきますようお願いいたします。 
  

「実施要綱」及び「職場の安全衛生自主点検表」↓ 

http://rikusai.or.jp/wp-content/uploads/pdfs/boushi_youkou.pdf 

 

「年末･年始労働災害防止強調運動」実施中です！ 
～ 12 月 1 日から 1 月 31 日 ～ 

http://rikusai.or.jp/wp-content/uploads/pdfs/boushi_youkou.pdf
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（第1回）

【連載】      

 

テーマ ｢発作が怖い！「パニック障害」を知る」 

 精神科産業医として社内の上司や人事担当者から相談される案件の中には、「電車通勤していた

社員が、急にバイクで来たいと必死に訴えている、どうすれば良いのか」があります。どう対処す

れば、良いのか。以下に、事例を挙げながら説明します。 

 28歳の中野浩紀さん(仮称・以下同じ)です。相談に来たのは上司の大山課長さん。とりあえず面

談をしました。 

 

「バイク通勤をしたい」と懇願を！ 
産業医：部下が突然、バイクで通勤したいと… 

課長 ：必死な形相で訴えるので、OKしようかと思い、人事に連絡したら、「社内規定にはないの

で難しい。例外扱いはできない」と言われました。彼に伝えれば、「乗車中、動悸がし苦しい。死

んでしまうのではないか…不安で、不安で。最近は毎日だ。バイクなら通勤できます。人事に内緒

で」と強く訴えられ困っています。 

産業医：「パニック障害」です。中野さんに了解を取って、相談室に来るように連絡してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事例に示したパニック障害はメンタル疾患の代表です。多くの人に見られます。女性に多いよう

ですが、「バイクで行きたい」の訴えは男性がほとんどです。 

バイク通勤より、医学的対応が優先しポイントになります（バイクは認めない）。 

精神科医 夏目 誠 

 皆様から好評を博しております精神科医夏目誠先生ご執筆による「マコマコ博士のメンタルヘル

ス」につきましては、夏目先生のご厚意により令和6年も引き続き連載いたします。ついては今号よ

り「マコマコ博士のメンタルヘルス2024」としてあらためて連載スタートいたします。今後ともメ

ンタルヘルス（心の健康）確保にお役立てください。  

 

「4コマ漫画」最も多 「パニック障害」
“パニック”発 が

急 強 不  
襲われ 

呼吸がし く 
 悸が激し 

「不 発 」だ！

イラストはいらすとや
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 “心臓の動悸が激しくなる”、“呼吸困難になる”などの恐怖状態を「パニック発作」と

呼びます。突然に生じ、死ぬのではないかと言う恐怖に陥るのです。 

 恐怖が強度なので、また起こるのではないかと、自分で予期するようになります。予期

不安と呼びますが、自己暗示みたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 では、どうすれば良いのでしょうか？心療内科やメンタルクリニック、精神科への受診

です。  

 

「予期不 」が強 

思うと起こりや  

 己暗示 はま 

また起こ   な か
と想像してしまう＝

「予期不 」だ

 

まずは受診を

精
神
科

心
療

内
科

行きや
  よ
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 治療は、最初は不安を鎮めるために抗うつ剤の少量投与から始めます。あるいは不安

に対し抗不安剤を処方することもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 本格的治療として行動療法があります。少し複雑なので略しますが、効果は大きく、

根治療法になります。  

最後 「マコ   言」 締めくくりま 。  

 

最初はクス  不 を鎮め 

クス  飲めば
ラク なりま 

定期的 服用か
不 発 前 
服用 2方法が

 

行 療法が根治 有効

段階的 不 状態 

チャレンジ  

不  少しづつ

慣れ よう 

誰  も

不 はあ から

 

マコトの一言
パニック障害に悩
む人が多い。電車
通勤からバイクで
来たいとの訴えも

心療内科などに
受診を。初めはク
スリで不安を鎮め、
行動療法と言う根

治法もある。

秋吉｜夏目
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 モータージャーナリスト 森山みずほの  

第9回 「安全技術の誕生は、たやすくない」 

 クルマの安全性を確保するためには、設計、開発時はもちろん、数多くのテス

トが繰り返されています。安全性を評価するテストは、一般ユーザーの目に触れ

ることはほとんどありませんが公平かつ実際の交通環境を限りなく再現していな

ければいけないため、クルマの開発同様、とても高い技術力が問われる部分でも

あります。 

 今回はそんなクルマの安全性テスト現場の様子をご紹介しようと思います。 

 今回訪れたのは、茨城県にある日本自動車研究所・城里テストセンター（通称

JARI）。高速周回路や衝突実験場、多用途試験路などなどあらゆる安全性のテス

トが行える施設です。 

 中でも新設されたADAS（読み方：エーダス）対応試験

場は、時速60～80キロの交差点試験ができること、24時間

365日テストが可能という世界にも誇れる施設です。 

 このADAS（先進運転支援システム）は、ドライバー不

足の物流業界の救世主として今、期待されている技術。 

 ADASは「Advanced Driving Assistant System」の略

称で、事故を防げるよう、自動車が周囲の情報を取得して

警告や運転を制御するなど、運転を支援してくれる機能の

総称です。 

 このADASが導入されると障害物の検知などをシステム

が一早く感知してくれることでドライバーの負担がグッと軽減されること、また近

い将来この技術を活用し隊列走行や自動運転レベル4による無人化運転も想定され

ており、世界各国で実用化に向けた開発が盛んになっています。 

 ただこの夢のような技術をテストするためには、先にも書いたように再現性がポ

イントとなります。 

 たとえば・・歩行者の飛び出しを検知して避けられるのか？ バイクが割り込ん

できた時の反応は？ 街中を走ることを想定すると、人や自転車、バイクなどあら

ゆるサイズ、速度と同じような動きをするロ

ボットが必要となります。当然、街行く人は大

人も子どももいるわけで、すべてをテストしな

ければ安全性は実証できません。 

 なので車両だけでなく、ターゲットの開発も

重要なファクターとなり、これがまた大変なこ

となのです。 

 余談ですが今では当たり前のようになった

AEBS（衝突被害軽減ブレーキ）。まだこの機
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能が市場に出回る十年以上前ですが、このAEBSをテストするためのテスト⁉ に立

ち会ったことがあります。当時は助手席から長い棒のようものを出し、その棒の先

に障害物に見立てたものを取り付け、隣の車線を走るクルマがどこでこの障害物を

検知するか・・といった、今思うととても原始的な

方法でテストをしていました。というのも万一、テ

ストがうまくいかなかった時に両車にダメージがな

く、でも確実に速度や距離、位置の再現性を正確に

するということは難題だったのです。 

 現在は、もちろん技術は向上し、先進的なテスト

が行われていますが、同時に求められる安全技術の

内容も年々複雑化しています。 

 先にお話ししたADASのテストもそうで、交差点

で歩行者に見立てたダミーが人と同じ動きをしない

と正しく計測できません。 

 ダミーをモーターで動かすのか？ 歩く速度や姿

勢を安定させるには？ 色々な問題点が当初ありま

したが、現在では欧州の衝突試験でも使われてい

る、高性能なダミーを搭載させるためのプラット

フォームも登場しました。このプラットフォームは

一見するととても小さく、普通の箱のように見えま

すが、タイプがいくつかあり最高速度90～100km/

h、歩行者、バイク、自転車、トラックなども載せ

て動かすことができる高性能なものとなっていま

す。あらかじめデータを入力することでテストした

い方向への移動、加速が繰り返し行え、コンパクト

なので施設内でも簡単に移動ができるのも特徴とい

うこと。このプラットフォームのおかげで、対歩行

者のテストもよりスムーズに行われるようになったと、担当者の方は話してくれま

した。 

 下世話な話ですが・・このプラットフォーム1台の価格は公表されていません

が、クルマ1台どころか家が買える・・というレベルのようで！ 世界各国のテス

ト現場に貸し出しをしてテストが行われているそうです。 

 これはほんの一部にすぎませんが、とにかく様々なテクノロジーが駆使され、

日々このJARIではテストが繰り返され、安全性の評価・研究が行われています。

今回は安全性に着目しましたが、このほかにも環境や新モビリティなどの研究、開

発も行われており、そういった成果が私たちの交通社会にフィードバックされてい

るのです。 

 なかなか人目には触れない存在ですがクルマの新しい技術が世に出るまでは、本

当に様々な分野の努力がつまっているんですよね。 

このロボットの上にダミーなどが載せら

れる 
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【連載】陸上  運送事       災害を少し も減ら ため ！  

「建設現場の安全管理に学ぶ」第6回(最終回)  
陸上  運送事   災害  協会   管理士 

 ここまで5回にわたって建設現場における

安全管理の実際として、陸運事業場にも参考

になりうる活動や取組をご紹介してきまし

た。 

 今回で最終回、少し細かなことになるかも

しれませんが、同様に参考になるものを簡潔

に取り上げておきます。 

◆玉掛け作業の安全フロー◆ 

 建設現場で提唱されている（取り組まれて

いる）「玉掛け作業の安全フロー」です。 

１ 玉掛用具の状態確認 

２ チョイ巻き（30㎝）：吊り荷の状態確

認、3秒停止 

３ 吊り荷から3ⅿ離れる 

４ 荷の吊り上げ：介錯ロープ使用 

 建設現場ではよく「玉掛け作業の３３３運

動」という啓蒙ポスターが掲示されているの

を見掛けます。地切り時にはチョイ巻き

30㎝＋3秒停止、吊り荷から3ⅿ隔離、の周知

徹底です。 

◆玉掛ワイヤー点検の「み・ぎ・あ・し」◆ 

 多くの建設現場で、玉掛ワイヤーロープや

ベルトスリングの点検後の確認色を決めてい

ます。 

 現場によっては毎月、頻繁な現場では毎

週、これらを点検し、素線切れ、損傷、変形

の有無を確認し、合格なら点検済み「良好」

を示すために、ワイヤーロープやベルトスリ

ングにカラーテープを巻きつけています。 

この色の循環が、み：緑、ぎ：黄、あ：赤

（または青）、し：白、なのです。例えば12

月の点検色が黄色なのに、現場に緑色のカ

ラーテープが巻かれた玉掛ワイヤーが在れ

ば、未点検で使用不可、となります。 

この「みぎあし」による点検色は、どこの

建設現場でもほぼ定着しています。 

◆安全対策も明確にした「作業手順書」◆ 

 建設現場においては様々な作業手順書が作

成されています。勿論、各建設現場で汎用性

がありますから、本店で作成していたり、専

門工事業者が作成したものを取り寄せたりし

て、これを本店で精査して採用するなりの方

法もとられています。これを適宜、各工事現

場において同様の作業が行われる場合に活用

し、作業工程打合せの場や、必要とあらば｢周

知会｣と称し関係業者が相寄って、共有化し工

事に当たるなどの方策がとられています。 

 この作業手順書、具体的な安全対策も盛り

込まれた「作業標準」にされており、あれこ

れ様々、密に手を抜くことなく作成されてい

ることは、我が業界と引き比べると驚くばか

りです。 

荷役作業において必要な作業手順書も、ぜ

ひ作成して、安全な作業標準に基づいた荷役

作業が行われるよう図ることは労働災害防止

に有用です。 

◆建設現場作業員の装備◆ 

 建設現場に入場し作業を行う者は、もはや

必ずですが、保護帽（ヘルメット）、安全

靴、墜落制止用器具（ショックアブゾーバー

付きフルハーネス型の安全帯）、これらを装

備し着用しています。 

保護帽は型式検定合格品で、「墜落時保護

用」と「飛来落下物用」の双方を具備したも

のが使われていることが一般です。 

陸上貨物運送業でも荷台からの墜落危険を

想定すれば、必ず墜落時保護用の保護帽を着

用させることが肝要です（令和5年春の労働

安全衛生規則の一部改正で、従前5ｔ車以上

に課されていた保護帽の着用義務が、2ｔ以

上5ｔ未満の平ボディ車やウイング車、テー

ルゲートリフター（設置）車などにも拡大さ

れています）。 

荷役作業を行う者には、保護手袋、安全

靴、脚部へのプロテクター等々、必要に応じ

て供与し、使用させることが労働災害を防ぐ

手立てとなりますので考慮ください。 

◆５Ｓ活動◆ 

 どの建設会社も、安全は「整理整頓に始

まって整理整頓で終わるといっても過言では

ない」と、安全活動の基本のものとして３

S、４S、５S運動に力を入れています。 



陸運と安全衛生 №658 2024年1月（毎月1回10日発行）                          （22） 

 

 ベースの３Sで、整理（作業場所の材料・

工具・設備等の片付け、不要物の処分）、整

頓（材料等の置場を決め、明示を行う）、清

掃（持ち場の掃除）、これに清潔（作業服

装・装備等の点検）、躾（法令遵守・作業所

ルール遵守）が加わって、その各頭文字Sか

ら「５S運動」です。 

 不要材の高所からの落下、つまずき、不具

合資器材の混在使用、等々の要因が整理整頓

等との対極にあるとの認識で、安全に作業で

きる作業場所を確保するという意も含め、相

当徹底して口うるさく３Sや５Sが言われてい

ます。 

荷役作業を行う構内やトラック荷台での５

S、陸上貨物運送業でも安全の基本とすべき

です。 

 

 ここまで全6回にわたって、建設現場にお

ける安全管理の実際をご紹介しながら、学ぶ

べきところなどを記述して参りました。 

以下、主だったところの振り返りです。 

●現場における安全施工サイクル 

建設現場では「施工と安全管理が一体と

なった安全施工サイクルを展開する」とし

て、安全朝礼→安全ミーティング（TBM や

KYK）→作業開始前点検→作業巡視（安全パ

トロール）→安全工程打合せ→持場後片付け

→終業時の確認、と一連のサイクルを回して

安全活動が日常的に行われていること。 

●ツールボックスミーティング（ＴＢＭ）と

危険予知活動（ＫＹＫ） 

 どこの建設現場でも、一日の安全施工サイ

クルの“いの一番”に、朝一にTBM、KYK

を行っていること。 

 TBMでは、当日の作業内容や段取り、注意

点などの指示を職長が伝え、従事する作業員

間で共有し、一日の安全な作業方法の周知徹

底を図っている。引き続いて行われるKYKで

は、当日に行われる作業を踏まえた「予測さ

れる危険（危険要因）」を一人一人から発言

させたうえ、その日の一番の危険のポイント

について参加者全員で指差呼称を行い確認し

ている。 

●指差呼称 

 建設現場では、要所要所で指差呼称を励行

していること。 

 指差呼称は、作業を安全に誤りなく進める

ために、確認すべき対象をしっかりと見つ

め、腕を伸ばし、人差し指をその対象に指

し、「玉掛ワイヤー、素線切れ無し、良

し！」などとはっきりとした声で唱えて確認

するもので、作業者の意識・集中力を高める

のに効果を上げている。 

●関係請負人参画の「安全衛生協議会」 

どの建設現場でも必ず全ての関係請負人を

メンバーとした協議組織を設けて、月1回、

その安全衛生責任者等を参集させての協議会

が現場事務所で行われていること。 

その構成員は請負業者の工事施工や安全管

理の責任者（役責者）が参集し、運営されて

いる。 

●ヒヤリハット事例の収集と活用 

建設業界においては「ヒヤリハット」の収

集と活用がこまめに行われていること。 

等々です。 

 今回取り上げた、作業手順書が適宜必要に

応じ定められ安全な作業方法の標準化が図ら

れていることや、安全管理の基本としての

「５S」活動が活発に展開されていることな

ど、建設現場においては様々な工夫を凝らし

た安全管理活動が積極的に取り入れられ展開

されています。 

我が陸運業でも、 

〇 ｢点呼」を今以上に活用し、その日の荷

役作業を安全に行う上での留意事項や注意

点を、｢安全作業連絡書｣なども活用しなが

らしっかりとドライバーに伝達指示するこ

とや、簡単なイラストシートを使って行う

「短時間荷役KYT」に取り組むことは、荷

役災害の防止に有効な手段となります。 

〇 ドライバーの帰社時にその日の作業の中

であった｢ヒヤリハット｣をその都度報告さ

せ、これを分析検討すること、加えて、ド

ライバー･荷役作業従事者などにヒヤリ

ハットの情報を共有していくことが災害の

芽を摘む上で重要な取組となって参ります。 

〇 ｢指差呼称」を作業の中に取り入れるこ

とは、作業者の意識・集中力を高め、

「うっかり、ぼんやり」などの事故を防ぐ

のに非常に有効です。我が陸運業界でも積
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事業場名 労働者数 無災害期間 支部名

第1種 株式会社澤井商運福島営業所 10名 令和2年10月1日～令和5年9月30日 福島県

第1種 中越テック株式会社東京営業所 43名 令和2年9月23日～令和5年9月22日 東京都

第1種 有限会社安藤興業センター本社営業所 6名 令和2年6月1日～令和5年5月31日 岐阜県

第2種 岩手庄子運送株式会社一関営業所 34名 平成30年8月30日～令和5年8月29日 岩手県

小企業無災害記録表彰〔令和5年12月〕

陸災防では、常時50人未満の労働者を使用する事業場の無災害記録について、表彰を行っています。
この無災害記録には、第1種から第5種までの5種類があり、第1種は3年間、第2種は5年間、第3種は7年間、
第4種は10年間、第5種は15年間の無災害を称えるものです。

●申請方法
本表彰は、会員事業場からの申請により実施しています。申請に当たっては、各都道府県支部にお申し出ください。
事業場の安全衛生に対する取組を応援するため、この制度をご活用ください。

極的に採用していきたいものです。 

〇 荷主等との「安全衛生協議会」組織とい

うもの、トラックターミナルや物流セン

ター等に出入りする陸運業者も、構内ルー

ルの共有や徹底を図る意味でも、また共同

してパトロールを行うことによって見えて

くる改善点を構内管理側（荷主等）に伝え

求めるといった意味でも、建設現場で行わ

れていると同様の協議組織、ぜひ設けられ

運営されるべきものです。 

 

 なかなか陸運業における労働災害は減少し

ていかない状況にあります。 

 建設業、とりわけ建設現場において様々な

安全活動が展開されて効果を上げていること

を受け止め、これに学び、参考としながら、

自社にても取り組める活動を一つでも実行し

ていただければ、と考え執筆して参りました。 

皆様方の事業場での災害防止の取組が功を

奏し、無事故無災害を成し遂げられることを

祈念し、この連載の稿を終えることといたし

ます。 

ご安全に！ 

【環境省からの協力依頼】 

PCBに汚染された絶縁油を含む電気機器等の所有・保管に係る調査にご協力ください 

環境省から、PCB（ポリ塩化ビフェニル）に汚染された絶縁油を含む電気機器等の所有・保

管に係る調査への協力依頼がありました。 

購入後30年以上が経過する古い電気機器等は、使用されている絶縁油にPCBが含まれている

可能性があり、定められた方法で処理する必要があります。 

今回の調査は、該当する電気機器等の所有・保管の実態を網羅的に把握しようとするもので

すので、該当がない場合も含め、できるだけ多くの事業所のご協力をお願いします。 

【回答期限：令和6年1月26日(金)】 

〇回答URL https://sanpainet.webcas.net/form/pub/pcbsurvey/wmf_pcbsurvey 

〇回答フォームの 

QRコード ＜本調査に係る問合せ先＞ 

 公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団 

 PCBに汚染された絶縁油を含む電気機器等の所有・保管に係る調査

の実施状況等に関する調査事務局 

 メールアドレス：wmf_pcbsurvey@sanpaizaidan.jp 

https://sanpainet.webcas.net/form/pub/pcbsurvey/wmf_pcbsurvey
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令和６年度｢ ｣を します！  

 
当協会では、陸運業で働く人々の安全と健康を守り、労働災害の防止に取り組んでいくことを呼びかける

「安全衛生標語」を募集いたします。 

入選作品は最も優れたものを最優秀賞、それに次ぐものを優秀賞とし、当協会の安全ポスター等に用いる

他、会員企業・事業場で広く活用していただくこととしております。 

なお、入選作品につきましては、令和 6 年 10 月 28 日(月)に東京都品川区にて開催する創立 60 周年記

念第 60 回全国陸上貨物運送事業労働災害防止大会において表彰いたします。 

皆様から多数の応募をお待ちしております。 

 

企業・事業場における安全衛生意識の高揚を図

り、自主的な安全衛生活動の推進に寄与すること。 

 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会 

 

 次の3部門について、陸運業で働く人々の安全

と健康を守り、労働災害の防止に取り組んでい

くことを、具体的かつ簡明な表現で呼びかける

もの 

⑴ 荷役部門 

荷役作業における労働災害の防止を呼びか

けるもの 

[テーマ例] 

ア 荷役作業時の墜落・転落又は転倒の防

止に関するもの 

イ 荷主等との連携に基づく災害防止に

関するもの 

ウ 高年齢労働者の荷役労働災害防止に

関するもの 

エ 法令の遵守や自主的な安全衛生活動

の推進に関するもの 

オ 危険予知活動、リスクアセスメント等

の実施に関するもの 

カ フォークリフト、テールゲートリフ

ター、ロールボックスパレット等による

災害防止に関するもの 

⑵ 交通部門 

交通労働災害の防止を呼びかけるもの 

  [テーマ例] 

ア 過労運転防止のための運行管理（適切

な休憩の付与等）に関するもの 

イ 高年齢運転者の交通労働災害防止に

関するもの 

ウ 法令の遵守や自主的な安全衛生活動

の推進に関するもの 

エ 交通 KY（交通危険予知活動）の実施

に関するもの 

オ 安全運転の実施に関するもの 

⑶ 健康部門 

健康の確保・増進を呼びかけるもの 

  [テーマ例] 

ア 健康診断の実施と事後措置の徹底に

関するもの 

イ ストレスチェック等のメンタルヘル

ス対策に関するもの 

ウ 過重労働対策（恒常的に時間外労働を

発生させない労働時間管理等）の徹底に

関するもの 

エ 腰痛予防に関するもの 

 

 次のいずれかに該当する方（家族の方を含み

ます。） 

⑴ 当協会の会員事業場の役員・従業員である

方 

⑵ 当協会の労働災害防止活動にご理解･ご支

援をいただいている企業、団体、事業場等の役

員・従業員である方 

⑶ 当協会支部の役職員の方 

 

⑴ 作品は、自作で、未発表のものに限ります。 

 どの部門についても応募いただけますが、1

部門の作品数は、お一人につき、3 点以内とし

てください。 

募集の目的 

主催 

標語のテーマ 

応募の資格 

応募の方法 
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⑵ 応募用紙は、当協会のホームページからダウ

ンロードできます。「令和 6年度『安全衛生標語』

募集のご案内」のページをお開きください。 

この応募用紙は、「個人用」と「事業場一括応募

用」の 2種類があります。事業場で何人かの方々

の作品を取りまとめて応募される場合には、「事

業場一括応募用」の用紙をお使いください。 

⑶ ホームページからダウンロードした応募用紙

によらない場合は、応募作品のほか、必ず次の事

項を記載した内容のものでご応募ください。 

ア 応募者の氏名とふりがな 

イ 応募者の勤務先 

  勤務先名（例えば、○○会社○○支店○

○…○○課） 

勤務先の住所・郵便番号と電話番号 

ウ 応募する部門の別（「荷役」、「交通」、「健

康」） 

事業場で何名かの方々の作品を取りまとめ

て応募される場合には、どの作品がどの方の

ものであるかも明らかにしていただき、また、

応募の取りまとめをされた方の氏名と連絡先

も記載してください。 

⑷ 記入を終えた上記⑵又は⑶の応募用紙等

は、E メール、ファックス、郵送（葉書、封書）

等の方法により、当協会宛てお送りください。 

⑸ 上記⑵又は⑶の応募用紙等に記載された個

人情報は、当協会が責任をもって管理し、入選

作品の選考時における確認と入選の通知、賞

品の発送及び入選者の公表のためのみに利用

し、その他の目的での使用や第三者への提供

はいたしません。 

 

令和6年3月31日(日) 

郵送による場合は、3月31日当日までの消印

のあるものを有効とします。 

 

⑴ 入選作品数は、次のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 令和 6年 4月に、当協会において入選作品を

決定して、入選者ご本人又は応募の取りまと

めをされた方に通知いたします。なお、作品の

文言について、より具体的かつ簡明な表現と

なるように、若干の変更をお願いする場合が

あります。 

⑶ 入選作品は、令和 6 年 5月に当協会のホーム

ページにて公表するとともに、広報誌｢陸運と

安全衛生 5 月号｣に掲載します（いずれも、作

者の氏名、勤務先の会社、団体等の名称、所属

する都道府県支部名を含みます。）。 

⑷ 令和 6 年 10 月 28 日(月)開催の創立 60 周年

記念第 60 回全国陸上貨物運送事業労働災害

防止大会の式典で、入選作品とともに、入選者

の方に対する表彰を行います。また、代表 1 名

の方については、式典当日、当協会の会長から

直接、壇上にて表彰状及び賞品をお渡しいた

します。なお、自宅（又は職場）から大会会場

（東京都品川区）までの往復の交通費及び宿

泊費は、ご負担いただきますようお願いしま

す。 

⑸ 入選者には、表彰状のほか次の賞品をお贈

りします。 

 

 

 

 

 

⑹ 入選作品の著作権は、当協会に属するもの

とします。 

  また、入選作品は、当協会が作成する安全ポ

スター等の印刷物、ホームページ等で用いる

他、会員企業・事業場で広く活用していただき

ます。 

 

〒 108-0014 東京都港区芝 5-35-2 10 階 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会 

業務部 広報課 

TEL : 03-3455-3857 ／ FAX : 03-3453-7561 

E-mail : r6hyougo@rikusai.or.jp 

 

http://www.rikusai.or.jp/ 

  入選作品数 

最優秀賞 3作品（各部門ごとに、1作品） 

優秀賞 3作品（各部門ごとに、1作品） 

入選 6作品（各部門ごとに、2作品） 

募集の締切 

入選作品 

応募先・お問合せ先 

ホームページ 

  賞品 

最優秀賞 2万円分の図書カード 

優秀賞 5千円分の図書カード 

入選 3千円分の図書カード 

http://www.rikusai.or.jp/
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都道府県 開催日 会場 都道府県 開催日 会場

茨城 2月21日 (水) 茨城県トラック総合会館 岡山 2月5日 (月) 岡山県トラック総合研修会館

千葉 3月15日 (金) 千葉県トラック会館 香川 2月2日 (金) 香川県トラック総合会館

岐阜 1月16日 (火) 岐阜県トラック協会 愛媛 2月9日 (金)
愛媛県トラック

総合サービスセンター内

京都 1月23日 (火) 京都自動車会館 高知 2月9日 (金) 高知県トラック会館３階 会議室

大阪 3月1日 (金) 大阪府トラック総合会館 福岡 1月17日 (水) 福岡県トラック総合会館

奈良 2月5日 (月) 奈良県トラック会館

「陸運事 者 ため   マネジメン 研修」開催日程

右の都道県につきましては、

終了しております。

北海道、青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島、栃木、群馬、埼玉、東京、神奈川、新潟、富

山、石川、福井、山梨、長野、静岡、愛知、三重、滋賀、兵庫、和歌山、鳥取、島根、広島、山

口、徳島、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄
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  災害事例 
と 

その対策 
  近道行為・省略行為をしていませんか？ 

１ 事業の種類：運送業 従業員58名 

２ 発生月時・場所：9月 17時半頃 

          自社構内 

３ 被災者：倉庫内作業員 20代 経験3年 

４ 傷病の程度：軽症 

５ 災害発生状況 

 被災者Ａは同僚Ｂ、Ｃと共同で最大荷重

1.5ｔのリーチフォークリフトを使用し、荷

物80個（重量300㎏）を倉庫北東部の「は

い」から「はい崩し」を行い、倉庫南側屋外

軒下に運び出し、倉庫担当者が荷物の状態を

確認した後、倉庫北西部に「はい付け」する

「はい替え」作業に従事していた。 

 作業は順調に進み、17時を過ぎたので15分

休憩した。作業を再開し、被災者Ａが操作す

る荷を積載したリーチフォークリフトが運行

経路の横通路から縦通路に左折しようとした

とき、リーチフォークリフトが大きく傾い

た。転倒には至らなかったが、傾いて元に戻

る際の衝撃で被災者Ａは運転席左側のリーチ

フォークリフトのフレームに体を打ち付け受

傷した。 

６ 推測される被災時の状況、行動及び心理等 

⑴ 倉庫内作業員（被災者） 

・被災者Ａは、入社後フォークリフトの資格

を取得し倉庫内作業員として業務に就くた

めリーチフォークリフトの社内教育を受

け、リーチフォークリフトを使用する作業

に従事してから3年が経過していた。 

⑵ 被災の状況 

・左膝、左肘、左腰 打撲 

７ 原因 

⑴ 物の不安定な状態 

・リーチアウトの状態で走行したこと。 

 リーチアウトの状態では、前荷の状態で走

行することとなるため、駆動力を地面に伝

える効率が落ち、プラギング操作（スイッ

チバック操作）による減速時の効率ととも

に操舵の効きも悪くなる。この災害では、

リーチアウトの状態で荷を積載して走行し

ており、更に不安定であった。 

⑵ 人の不安定な行動及び心理状況 

・走行時、リーチインしなかった。（操作手

順を守らなかった。） 

 走行中、加速が鈍いためレバーを前進側に

大きく倒した。 

 カーブに差し掛かり、減速し曲がろうとし

たが前述の理由から曲がりにくく、カーブ

でのオーバーランを避けるため、急ハンド

ルの状態となった。 

・リーチインして走行することは知っていた

が、リーチアウトでの走行が常態化してお

り、特に指示がなければ、リーチインしな

くてもよいと思っていた。 

・都度のリーチインには時間がかかるので手間

が省けて作業効率が上がると思っていた。 

⑶ 管理面での不安全な要因 

・リーチアウトの状態で走行することが常態

化していた。 

・リーチフォークリフトの適切な操作手順を

指示しなかった。 

８ 安全対策 

⑴ 物の不安全な状態 

・リーチインしていることを確認して走行する。 

⑵ 人の不安全な行動 

・荷をリフトした後は、荷のリーチインを行

う。（作業手順を守る。） 

・むやみに加速せず、カーブ手前では十分に

減速を行う。 

⑶ 管理の不安全な要因 

・機械操作を手順に沿い行うよう指示する。

必要に応じ、作業状況の監視を行う。 

・急がせて手順を省略するような作業を行わ

せない。 

・不安全状態、不安全行動が散見される場合

は、即時作業を停止して是正する。 

 

 日々同じような作業に従事しているなかで

は、作業の中で意図せず行った不安全行動、

近道行為、省略行為が成功体験として蓄積さ

れ、長期にわたる成功体験から、自分に便利

な作業の手順で行っていることがあるようで

す。これを放置すれば災害発生の原因となり

ますので、手順に則った作業が行われている

か管理することが必要です。また、作業手順

の内容が今の作業に合致しているか定期的に

見直しておくことも重要になります。安全な

作業が現場で行われているか、都度確認をし

ましょう。 
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業種別労働災害発生状況 (令和5年速報) 
令和5年12月7日現在 

令和5年12月7日現在 

令和5年12月7日現在 

事故の型別 死亡災害発生状況（陸上貨物運送事業 速報値） 

事故の型別 死傷災害発生状況（陸上貨物運送事業 速報値） 

[死亡災害] 

 死亡災害は90人となり、前年同月と比べて20人の増加となった。事故の型別で見ると、「交通事故（道

路）」が40人（前年比＋12人）と最も多く発生しており、死亡災害の44.4%（前年同月は40.0%）を占め

ている。 

[死傷災害] 

 死傷災害は13,551人となり、前年同月と比べて245人の減少となった。事故の型別の状況を前年同月

の状況と比較すると、死亡災害と同様に「交通事故（道路）」（+43人）が増加していて、次いで「転倒」

（＋26人）が続いている。一方で、「墜落・転落」（－87人）、「飛来・落下」（－69人）、「激突され」（－59

人）、「動作の反動・無理な動作」（－49人）、「崩壊・倒壊」（－45人）、「激突」（－35人）、は減少して

いる。 

死亡者数(人) 構成比(％) 死亡者数(人) 構成比(％) 増減数(人) 増減率(％)

全 産 業 609 100.0 648 100.0 -39 -6.0

製 造 業 113 18.6 123 19.0 -10 -8.1

建 設 業 175 28.7 242 37.3 -67 -27.7

交 通 運 輸 事 業 7 1.1 7 1.1 0 0.0

陸 上 貨 物 運 送 事 業 90 14.8 70 10.8 20 28.6

 

死傷者数(人) 構成比(％) 死傷者数(人) 構成比(％) 増減数(人) 増減率(％)

全 産 業 110,780 100.0 108,051 100.0 2,729 2.5

製 造 業 22,525 20.3 22,138 20.5 387 1.7

建 設 業 12,094 10.9 12,112 11.2 -18 -0.1

交 通 運 輸 事 業 2,477 2.2 2,387 2.2 90 3.8

陸 上 貨 物 運 送 事 業 13,551 12.2 13,796 12.8 -245 -1.8

死傷災害
令和5年１～11月 令和4年1～11月

対前年比較
[速報値] [速報値]

死亡災害
令和5年１～11月 令和4年1～11月

対前年比較
[速報値] [速報値]

合計 墜落・転落 転倒 飛来・落下 崩壊・倒壊 激突され
はさまれ・
巻き込まれ

交通事故
（道路）

交通事故
（その他）

その他

令和5年1～11月 90 20 2 3 4 6 9 40 0 6

令和4年1～11月 70 18 1 7 5 0 9 28 0 2

対 前 年 増 減 20 2 1 -4 -1 6 0 12 0 4
（注）この表の右端の列の「その他」は、「墜落・転落」～「交通事故（その他）」以外をまとめたもの

合計 墜落・転落 転倒 激突 飛来・落下 崩壊・倒壊 激突され
はさまれ・
巻き込まれ

交通事故
（道路）

交通事故
（その他）

動作の反動・

無理な動作
その他

令和5年1～11月 13,551 3,522 2,455 978 572 332 689 1,448 684 9 2,377 485

令和4年1～11月 13,796 3,609 2,429 1,013 641 377 748 1,449 641 11 2,426 452

対 前 年 増 減 -245 -87 26 -35 -69 -45 -59 -1 43 -2 -49 33

資料出所：厚生労働省

      詳細は、陸災防ホームページhttp://www.rikusai.or.jp/に掲載
（注）この表の右端の列の「その他」は、「墜落・転落」～「動作の反動・無理な動作」以外をまとめたもの
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陸運業 死亡災害の概要(令和５年) 令和5年12月7日現在 
陸災防調べ 

(注） 後日、内容については、削除又は記載内容を修正する場合があります。 

陸災防の動き 
１２月 ・全日本トラック協会・陸災防意見交換会（5日) 

    ・第２１回理事会（12日） 

災害発生
月日

事故の型 起因物
性
別

年
齢

職種
経験
期間

被災時の
作業内容

災害の概要

5年11月
29日

崩壊、倒
壊

木材、竹材 男
性

60 貨物自
動車運
転者

10
年

木材チッ
プのトラッ
クへの積
込

被災者は、トラックを運転して荷主となる製材工場のチップサイロに
到着後、高さ4.9ｍのチップサイロの開口部から木材チップをトラック
の荷台にかき落とす作業を行っていた。しばらくして近くを通った作
業員が当該作業場所にチップが散乱し、作業場所近くに被災者が見
当たらない等異変に気付き、チップで満たされたトラックの荷台の中
を捜索したところ、チップ内にうずくまって埋まっている被災者を発見
した。被災者はチップのかき落とし作業中、誤って転落したものと推
測される。

5年11月
7日

墜落、転
落

建築物、構築物 男
性

57 貨物自
動車運
転者

24
年

配達作業 夜間配達において配達先近くの橋の上でトラックを止めて、荷台より
荷物を取り出し配達先へ行くため橋を渡る際、夜間で周りが暗く橋に
柵もなかったため、誤って川に転落したもの。

5年11月
4日

はさま
れ、巻き
込まれ

トラック 男
性

67 貨物自
動車運
転者

9年 荷役作業 2ｔトラック（箱型バン）に対する荷役作業を終えた被災者が、運転席
から降りトラック後部の観音扉を閉めようとしたところ、同トラックが後
方へ動き出し、トラック後部とトラックバース（荷の搬入口）に挟まれ
死亡した。現場の状況等から、被災者は、エンジンを停止せず、本
来、パーキングに入れるべきところ、ＡＴシフトレバーをバックギアに
入れ、運転席から降りたものと認められる。トラックの逸走防止装置
が不十分であった。

5年11月
3日

はさま
れ、巻き
込まれ

トラック 男
性

52 運転者 11
年

配送業務 被災者は中型トラックで食料品の配送を行っていたのだが、配送先
である店の商品搬入口付近で、トラックをバック駐車した上で降車し
たところ、当該トラックが無人状態で動き出し、市道脇のブロック塀と
トラックとの間に挟まれたものである。トラックを駐車した際にサイドブ
レーキが不十分であったため、当該トラックが動き出し、被災者がそ
れを止めるためにトラック前面にまわり込んだ。

5年10月
31日

墜落、転
落

トラック 男
性

73 貨物自
動車運
転者

5年 ミキサー
車の洗浄
作業

コンクリートミキサー車の運転手である被災者は牛舎新築工事現場
に生コンクリートを届けた後、同現場内の空きスペースでミキサー車
の洗浄作業に従事した。被災者の同僚である別のミキサー車の運
転手が、洗浄作業場所に移動したところミキサー車付近で倒れてい
る被災者を発見し、搬送先の病院で死亡が確認されたもの。発見
時、洗浄用ホースは洗浄作業で使用する作業床（地面からの高さ約
2.5ｍ）の手すりにかかった状態だった。ミキサー車の洗浄作業中に
作業床あるいは昇降設備から墜落したものと推定される。

5年10月
20日

交通事
故（道
路）

乗用車、バス、
バイク

男
性

59 貨物自
動車運
転者

7年 配送 被災者が配送業務のため3ｔ保冷車で走行車線を走行していたとこ
ろ、追越車線を走行していた相手車両（乗用車）が走行車線へ車線
変更したときに保冷車後方へ追突した。被災者が運転する保冷車は
左側路側帯、壁などに乗り上げながら、ガードレールに引っ掛かる
形で停車。レスキュー救助されたが、同日脂肪塞栓を直接死因とし
て死亡。

5年10月
18日

崩壊、倒
壊

石、砂、砂利 男
性

74 貨物自
動車運
転者

6年 砂の搬入
作業

被災者は、ダンプトラックを運転して生コンクリート工場に到着後、
ホッパーが満杯でダンプトラックに積載した砂を下ろすことができな
かったため待機した。その後当該ホッパー下部の排出口から被災者
の足が露出し、身体はホッパー内部の砂に埋まった状態で発見され
たもの。救出時に意識はなく、搬送先の病院で死亡が確認された。
被災者の救出時にはホッパー内部から工場所有のスコップが発見さ
れた。被災者はスコップでホッパー内の砂山を突き崩そうとして立ち
入ったか、誤って転落したものと思われる。

5年10月
3日

その他 その他の起因
物

男
性

53 交通運
輸業

11ヶ
月

自動車運
転

高速道路にて路肩に停車していたところをネクスコ・パトロール隊に
発見され、乗務員に声をかけるが意識レベルが低いため緊急搬送さ
れ、搬送先の病院で死亡。脳梗塞。

5年 9月
26日

交通事
故（道
路）

トラック 男
性

37 貨物自
動車運
転者

7年 トラックの
運転

被災者は大型トラックに食料品を積み込んで事業場を出発し、他県
の荷主先事業場に向かった。荷卸しした後、別の県の荷主先事業
場へ向かった。国道を走行していた際、対向車線にはみ出し、対向
車線を走行していた積載型トラッククレーンと正面衝突した。

5年 2月
10日

その他 その他の起因
物

男
性

58 貨物自
動車運
転者

25
年

荷物運送 17:30荷積込、19:40頃出発、翌日2:00頃配達先に到着し仮眠したと
思われる。9:00荷卸し時間になっても本人がトラックから降りてこな
かったため、配達先担当者が確認したところ、意識のない状態で運
転席後ろのベッドで横わたっている状態で発見された。その後救急
搬送されたが、搬送先の病院にて大動脈乖離による死亡確認。
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編集後記 
 本年も何とぞよろしくお願いします。陸運業の労働災害防止に向け、有益な情報をより一層充実して
お届けします。 
 年末に各地で安全パトロールが実施されました。今号では京都府支部が京都労働局とともに実施しま
した荷役作業現場巡視を紹介しております。 
 いよいよ2月1日からテールゲートリフターの操作の業務につく者への特別教育の実施が義務化されま
す。今号の「テールゲートリフター特別教育は、令和6年1月末日までに受けさせましょう！」にてご確
認ください。 
 本年の表紙テーマは季節の花です。四季折々の花をお届けします。 

安全ポスターのご案内 

にご活用ください！ 
 令和5年度安全衛生標語健康部門

優秀作品｢腰守ろう すきま時間で

ストレッチ 小さなことの積み重

ね｣をテーマとした｢安全ポスター

№84｣ を頒 布中(価 格210円(税 込))

です。   
 本ポスターを腰痛予防対策にご

活用ください！ 
  

品名：安全ポスター №84 

価格：210円（税込） 
  

ご注文は次のURLからお願いいた

します。 

http://rikusai.or.jp/

health_and_safety/how_to_buy/ 

安全ポスター №84 

今月の表紙 福寿草（フクジュソウ） 

江戸時代には春を伝える花として｢福告ぐ草｣と呼ばれてい

ました。その後、｢告ぐ｣の部分が｢寿｣に変わり、福寿草と

なりました。旧正月の頃に花を咲かせることから、元日草

（ガンジツソウ）や朔日草（ツイタチソウ）とも呼ばれ、

縁起の良い花として親しまれております。 

http://rikusai.or.jp/health_and_safety/how_to_buy/
http://rikusai.or.jp/health_and_safety/how_to_buy/

